
平成２０年度秋田大学公開講座 実施要項

１．講座名
長寿社会における「老い」と「病」を考える －明るい人生を過ごすために－

２．趣旨
長寿医療制度（後期高齢者医療制度），年金記録，メタボなど，老後の生活や健康への

関心は高まる一方です。新聞やテレビからも，様々な情報やデータ（数値）が入ってきま
す。

今回の講座では，次の二つの視点から"老い"と"病"について考えていきます。
①"老い"の歴史学的アプローチ

古代，高齢者は国家にとって無くてはならない存在でした。「老」が「キャリア」を意
味することもありました。年金制度もない時代，高齢者にはどのような生き方があったの
でしょう？地域社会では高齢者をどのように受け入れていたのでしょう？
②"病"と"健康"の社会学的アプローチ

「病気」にならず、いつまでも「健康」でいたいものですが，なかなかそうも言ってい
られません。メタボも喫煙も「病気」になりました。でも、太った人や喫煙、少し前は違
ったイメージではありませんでしたか？痩せていると不健康に見られたり、テレビや映画
ではお金持ちは太っていたり，喫煙は大人のイメージだったり。「病」や「健康」とは何
なのでしょう？

３．講師
秋田大学教育文化学部 教 授 渡部 育子
秋田大学教育文化学部 准教授 和泉 浩

４．開講日程
１１月２０日（木）～１２月４日（木）
毎週木曜日 計３日間

５．開講時間
１１月２０日(木)

１８：００～１９：４０(開講式・閉講式を含む)
１２月 ４日(木)

１１月２７日(木) １８：００～２０：００

６．募集人員
３０人（一般市民）

７．会場
秋田大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー２階大セミナー室
※なるべく公共の交通機関をご利用ください。
自家用車でお越しの方は，申込時にお知らせください。

８．受講料
５，２００円（５時間分）

９．講座日程
別記

１０．受講受付
１０月６日（月）～１１月１９日（水）８：３０～１７：００

〔ただし，土曜日・日曜日及び休日を除く〕
秋田大学社会貢献・国際交流課窓口の他、電話・FAX・Eメールでも受付ます。
定員になり次第締切りとします。

１１．主催
秋田大学

１２．申込・問い合せ先
秋田大学社会貢献・国際交流課
〒010-8502 秋田市手形学園町１番１号
TEL : 018-889-2270・FAX : 018-889-3012 ・E-mail : syakoku@jimu.akita-u.ac.jp
秋田大学ホームページ http://www.akita-u.ac.jp/



別 記

講 座 日 程

第１回目：11月 20日（木）

18:00～18:10 開 講 式

18:10～19:40 「“お荷物”ではなかった“老人たち”」

教育文化学部 教 授 渡部 育子

第２回目：11月27日（木）

18:00～20:00 「病・健康と社会」

教育文化学部 准教授 和泉 浩

第３回目：12月 4日（木）

18:00～19:30 「社会的弱者と地域の支え」

教育文化学部 教 授 渡部 育子

19:30～19:40 閉 講 式

（注）講師の都合により，日程・テーマ等が一部変更になることがありますので，あらかじめご了承願います。

会 場 案 内 図

秋田駅前からのバス案内
路 線：手形山経由大学病院線
乗 場：西口④番から
下 車：秋田大学前
所要時間：１０分
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講座日程

■主 催 秋田大学

■募集人員 ３０人（一般市民）

■受 講 料 ５，２００円（５時間分）

■申込期間 １１月１９日（水）まで

（ただし，土・日曜日及び休日を除きます。）

▽定員になり次第締切といたします。

▽申込は，社会貢献・国際交流課窓口の他，

電話・FAX・Ｅﾒｰﾙでも受付いたします。

〒010－8502 秋田市手形学園町１番１号

■電 話：018－889－2270 ■ＦＡＸ：018－889－3012 ■Ｅメール：syakoku@jimu.akita-u.ac.jp

■秋田大学ホームページ
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長寿医療制度（後期高齢者医療制度），年金記録，メタボなど，

老後の生活や健康への関心は高まる一方です。新聞やテレビから

も，様々な情報やデータ（数値）が入ってきます。

今回の講座では，次の二つの視点から"老い"と"病"について考え

ていきます。

"老い"の歴史学的アプローチ

古代，高齢者は国家にとって無くてはならない存在でした。

「老」が「キャリア」を意味することもありました。年金制度も

ない時代，高齢者にはどのような生き方があったのでしょう？地

域社会では高齢者をどのように受け入れていたのでしょう？

"病"と"健康"の社会学的アプローチ

「病気」にならず、いつまでも「健康」でいたいものですが，

なかなかそうも言っていられません。メタボも喫煙も「病気」に

なりました。でも、太った人や喫煙、少し前は違ったイメージで

はありませんでしたか？痩せていると不健康に見られたり、テレ

ビや映画ではお金持ちは太っていたり，喫煙は大人のイメージだ

ったり。「病」や「健康」とは何なのでしょう？
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